
●西神ニュータウンかりば地区 

空き家活用・すまいのデザインアイデア募集・審査結果 

いきいき下町推進協議会 
 

●募集の概要 

1)募集の経緯 

いきいき下町推進協議会では，2018 年度第 8 期の「景観まちづくり推進員養成講座」を西神ニュータ

ウンのかりば地区で，NPO コミュニティかりば，西神ニュータウン研究会のご協力のもとで実施し，さ

らに，2019 年度には，その成果をもとに「かりばすまいづくりを考える会」を立ち上げ，景観から空

き家問題，子育て世代や高齢者の住まい問題にテーマを拡げて話し合ってきました．その活動の一環

で，モデル敷地の住宅を空き家として想定し，高齢者の生活や子育て世代の要求を踏まえた多様な居

住者が住み続けられる内外空間の提案を求め，外構デザインやすまい方のアイデアを募集しました． 

2)主催：いきいき下町推進協議会（事務局：公益社団法人兵庫県建築士会） 

3)共催：一般財団法人神戸すまいまちづくり公社 NPO 法人コミュニティかりば 

4)募集のテーマ 

・向こう三軒両隣の居住者がふれあう場を住宅の周りに備え，コミュニティ形成に寄与する空間． 

・子育て世帯など若い世代を呼び込む魅力ある住宅といえなみ． 

・高齢者の暮らしにやさしい内外空間の設え． 

5)応募資格 とくにありません．  

6)作品応募締め切り 2020 年 1月 20 日（月） 

7)審査会で審査し，最優秀賞 １点 入賞 数点を決定します． 

 

●審査の概要と受賞作品 

1)審査会の開催 

日 時：2020 年 1月 23 日 15:00～ 

場 所：すまいるネットセミナールーム 

審査委員：佐野正明（NPO コミュニティかりば），小林賢一（神戸すまいまちづくり公社），橋本 彰

（西神ニュータウン研究会・いきいき下町推進協議会），森崎輝行（いきいき下町推進協議会），池口 

和雄（いきいき下町推進協議会），三輪康一（神戸すまいまちづくり公社・いきいき下町推進協議会） 

2)審査経過について 

応募作品は 5 作品であり，募集条件に合致するためこれらすべてを審査対象作品とし，作品の氏名等を

伏せて番号により選考にあたりました． 

・第 1次選考：選考委員による投票を行い，議論した結果，上位の 4作品について 2次選考対象作品と

しました．各作品についてのコメントは次ページにまとめています． 

・第 2 次選考：上記の意見を踏まえて第 2 回目の投票を行い，結果をもとに議論し，4 作品を入選とし

ました．そして最終投票を行い，作品 1を最優秀賞，作品 3，作品 4，作品 5を入賞作品としました． 

なお，2020 年 2 月 15 日「第 4 回かりばすまいを考える会交流会」において，入選作品の提案者による

発表と，併せて表彰式を実施しました． 

 

●入選作品提案者 

 氏名 所属 備考 

作品 1 奥井 正造 環境意匠計画・奥井研究室 最優秀 

作品 3 吉田 文男 一級建築士事務所アトリエフォルム 入賞 

作品 4 佐藤 澪 武庫川女子大学 入賞 

作品 5 城田 研吾 Mono architects 入賞 

 

  



■作品 1 最優秀（奥井 正造） 

2 戸 1 住宅を 3 世代で住まう提案．外構では，前庭（玄関側）と後庭をつなぐ一体的な造園．円形の可動柵でデザインし
ている．可動柵は開放すればオープン外構ともなり，閉じれば格子塀として適度にプライバシーを確保する．ニュータウ
ンの戸建て住宅に対して，従来型の閉鎖型外構か，オープン外構か，という課題に対する一つの解を提示している． 
 

■作品 3 入賞（吉田 文男） 

2 戸 1 住宅を 6 室のシェアハウスとして活用する提案．外構では，共用緑地に，シンボルツリー，ベンチのある小公園を，
敷地内にはピザ釜を設け．居住者と近所の人がピザパーティをすることを想定している． 



■作品 4 入賞（佐藤 澪） 

 2 戸 1 住宅 1 階の大半をドッグカフェ（多様なコミュニティスペース）として，2 住戸を所有する 50 代夫婦が「住み開
き」する提案．南側からスロープでアプローチでき，ウッドデッキの屋外カフェスペースで内外が一体として使える． 
 

■作品 5 入賞（城田 研吾） 

2 戸 1 住宅をそれぞれ 2 世帯で所有するが．外構は協調してデザインされる．とくに外構の緑地スペースを限定的にデザ
インすること（ドットガーデン＝ディスプレイ的景観）で高齢者や若い世代の庭に対する維持管理の軽減をねらいとして
いる．ドット型緑地スペースのアレンジパターンの提案で個性的な外構の可能性がうかがえる． 


